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(57)【要約】
【課題】収納物の収納及び取出しを容易かつ短時間で行
うことができると共に、収納した収納物を展示した際の
見栄えを良くすることも可能な両開き式の収納箱を提供
する。
【解決手段】中央底部１１及び中央底部１１の左右両側
にそれぞれ第１及び第２の折れ目１２、１３を介して回
動可能に連接された同一形状の左、右底部１４、１５を
備えた底板１６と、左、右底部１４、１５の外側端にそ
れぞれ基端が連接する対となる左、右蓋１７、１８と、
左底部１４及び左蓋１７の前後両側にそれぞれ立設され
、左底部１４及び左蓋１７の連結を補強する左前板１９
及び左後板２０と、右底部１５及び右蓋１８の前後両側
にそれぞれ立設され、右底部１５及び右蓋１８の連結を
補強する右前板２１及び右後板２２と、底板１６に支持
され収納物２３を載せる載置部２４を備える中板２５と
を有する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
中央底部及び該中央底部の左右両側にそれぞれ第１及び第２の折れ目を介して回動可能に
連接された同一形状の左、右底部を備えた底板と、
前記左、右底部の外側端にそれぞれ基端が連接する対となる左、右蓋と、
前記左底部及び前記左蓋の前後両側にそれぞれ立設され、該左底部及び該左蓋の連結を補
強する左前板及び左後板と、
前記右底部及び前記右蓋の前後両側にそれぞれ立設され、該右底部及び該右蓋の連結を補
強する右前板及び右後板と、
前記底板に支持され収納物を載せる載置部を備える中板とを有し、
前記左、右蓋が閉じられた際に、前記底板は平坦になって前記左、右蓋の先端は当接し、
前記左前板及び前記右前板の垂直辺は当接すると共に該左前板及び該右前板の水平辺は前
記中央底部の前側に当接し、前記左後板及び前記右後板の垂直辺は当接すると共に該左後
板及び該右後板の水平辺は前記中央底部の後側に当接し、前記左、右蓋が開かれた際に、
前記中央底部の左右両側がそれぞれ前記左、右底部で支持されて上方に持上げられること
を特徴とする両開き式の収納箱。
【請求項２】
請求項１記載の両開き式の収納箱において、前記左蓋は直交して連結される第１及び第２
の左平板からなって、前記第１の左平板の基端は、前記左底部の外側端に連接され、かつ
前記第１の左平板と前記左底部とは直交し、前記右蓋は直交して連結される第１及び第２
の右平板からなって、前記第１の右平板の基端は、前記右底部の外側端に連接され、かつ
前記第１の右平板と前記右底部とは直交することを特徴とする両開き式の収納箱。
【請求項３】
請求項１記載の両開き式の収納箱において、前記左蓋及び前記右蓋は、それぞれ外側に膨
らむ湾曲形状となっていることを特徴とする両開き式の収納箱。
【請求項４】
請求項１～３のいずれか１項に記載の両開き式の収納箱において、前記載置部の幅は、前
記左底部、前記中央底部、及び前記右底部のそれぞれの幅の合計と同一寸法となって、前
記中央底部に該載置部の中央部が固着されていることを特徴とする両開き式の収納箱。
【請求項５】
請求項１～４のいずれか１項に記載の両開き式の収納箱において、前記載置部の前後には
、前記左、右蓋が開かれた際に、前記左前板及び前記右前板の隙間、並びに前記左後板及
び前記右後板の隙間を埋める前側壁部及び後側壁部が設けられ、しかも、該前側壁部及び
該後側壁部の高さｈは、前記底板の幅をａ、前記左底部及び前記右底部の幅をｂとした場
合、以下の式を満足することを特徴とする両開き式の収納箱。
０．８×（ａ／２－ｂ）＜ｈ＜１．５×（ａ／２－ｂ）
【請求項６】
請求項１～５のいずれか１項に記載の両開き式の収納箱において、前記載置部の左右両側
には、それぞれ左側壁部と右側壁部が設けられ、更に該左側壁部と該右側壁部の外側端に
は左化粧板部と右化粧板部の基端がそれぞれ折り曲げ可能に連接されていることを特徴と
する両開き式の収納箱。
【請求項７】
請求項５に従属する請求項６記載の両開き式の収納箱において、前記前側壁部、前記後側
壁部、前記左側壁部、及び前記右側壁部の高さは同一であることを特徴とする両開き式の
収納箱。
【請求項８】
請求項１～７のいずれか１項に記載の両開き式の収納箱において、前記底板、前記左、右
蓋、前記左前板、前記左後板、前記右前板、及び前記右後板は厚紙で形成され、前記第１
及び第２の折れ目はV溝であることを特徴とする両開き式の収納箱。
【請求項９】
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請求項８記載の両開き式の収納箱において、前記厚紙の厚みは１．５ｍｍ以上３．５ｍｍ
以下であることを特徴とする両開き式の収納箱。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、例えば、ケーキ類、その他菓子類、飾り物を収納する両開き式の収納箱に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
ホールケーキ、ロールケーキ、パウンドケーキ等のケーキ類を収納する容器は、ケーキ類
を載置する載置台と、載置台に上方から被せる蓋とを有し、載置台の周縁部には、蓋のガ
イドとなる低い周壁が立設されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開平６－１５６４７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
しかしながら、特許文献１に記載された発明では、載置台に周壁が設けられているため、
ケーキ類を載置台に載せる場合及び載置台に載せたケーキ類を取出す場合に、周壁が邪魔
になるという問題がある。また、載置台にケーキ類を載せて展示する場合、ケーキ類の周
囲に周壁が存在するため、見栄えが悪くなるという問題も生じる。更に、蓋を被せる際は
、ケーキの表面及びケーキに施されたデコレーションを疵付けないように蓋を被せる必要
があり、蓋をすばやく被せることができず、収納に時間を要するという問題がある。
【０００５】
本発明はかかる事情に鑑みてなされたもので、収納物の収納及び取出しを容易かつ短時間
で行うことができると共に、収納した収納物を展示した際の見栄えを良くすることも可能
な両開き式の収納箱を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
前記目的に沿う本発明に係る両開き式の収納箱は、中央底部、及び該中央底部の左右両側
にそれぞれ第１及び第２の折れ目を介して回動可能に連接された同一形状の左、右底部を
備えた底板と、
前記左、右底部の外側端にそれぞれ基端が連接する対となる左、右蓋と、
前記左底部及び前記左蓋の前後両側にそれぞれ立設され、該左底部及び該左蓋の連結を補
強する左前板及び左後板と、
前記右底部及び前記右蓋の前後両側にそれぞれ立設され、該右底部及び該右蓋の連結を補
強する右前板及び右後板と、
前記底板に支持され収納物を載せる載置部を備える中板とを有し、
前記左、右蓋が閉じられた際に、前記底板は平坦になって前記左、右蓋の先端は当接し、
前記左前板及び前記右前板の垂直辺は当接すると共に該左前板及び該右前板の水平辺は前
記中央底部の前側に当接し、前記左後板及び前記右後板の垂直辺は当接すると共に該左後
板及び該右後板の水平辺は前記中央底部の後側に当接し、前記左、右蓋が開かれた際に、
前記中央底部の左右両側がそれぞれ前記左、右底部で支持されて上方に持上げられる。
【０００７】
本発明に係る両開き式の収納箱において、前記左蓋は直交して連結される第１及び第２の
左平板からなって、前記第１の左平板の基端は、前記左底部の外側端に連接され、かつ前
記第１の左平板と前記左底部とは直交し、前記右蓋は直交して連結される第１及び第２の
右平板からなって、前記第１の右平板の基端は、前記右底部の外側端に連接され、かつ前
記第１の右平板と前記右底部とは直交することができる。
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【０００８】
本発明に係る両開き式の収納箱において、前記左蓋及び前記右蓋は、それぞれ外側に膨ら
む湾曲形状とすることもできる。
【０００９】
本発明に係る両開き式の収納箱において、前記載置部の幅は、前記左底部、前記中央底部
、及び前記右底部のそれぞれの幅の合計と同一寸法となって、前記中央底部に該載置部の
中央部が固着されていることが好ましい。
【００１０】
本発明に係る両開き式の収納箱において、前記載置部の前後には、前記左、右蓋が開かれ
た際に、前記左前板及び前記右前板の隙間、並びに前記左後板及び前記右後板の隙間を埋
める前側壁部及び後側壁部が設けられ、しかも、該前側壁部及び該後側壁部の高さｈは、
前記底板の幅をａ、前記左底部及び前記右底部の幅をｂとした場合、
０．８×（ａ／２－ｂ）＜ｈ＜１．５×（ａ／２－ｂ）
の式を満足することが好ましい。
【００１１】
本発明に係る両開き式の収納箱において、前記載置部の左右両側には、それぞれ左側壁部
と右側壁部が設けられ、更に該左側壁部と該右側壁部の外側端には左化粧板部と右化粧板
部の基端がそれぞれ折り曲げ可能に連接されていることが好ましい。
【００１２】
本発明に係る両開き式の収納箱において、前記前側壁部、前記後側壁部、前記左側壁部、
及び前記右側壁部の高さは同一であることが好ましい。
【００１３】
本発明に係る両開き式の収納箱において、前記底板、前記左、右蓋、前記左前板、前記左
後板、前記右前板、及び前記右後板は厚紙で形成され、前記第１及び第２の折れ目はV溝
とすることができる。
【００１４】
本発明に係る両開き式の収納箱において、前記厚紙の厚みは１．５ｍｍ以上３．５ｍｍ以
下とすることができる。
ここで、厚紙の厚みが１．５ｍｍ未満では、左、右底部で支持されて上方に持上げられる
中央底部で載置部を介して収納物を保持することができない。また、厚紙の厚みが３．５
ｍｍを超えると厚紙の使用量が増加し収納箱の重量が重くなると共に製造コストが上昇す
るため好ましくない。
【発明の効果】
【００１５】
本発明に係る両開き式の収納箱においては、左、右蓋を開いた際に、中央底部の左右両側
がそれぞれ左、右底部で支持されて上方に持上げられるので、底板に支持された載置部は
中央底部で支えられて上方に持上げられる。このため、載置部に収納物を容易かつすばや
く載せることができる。そして、載置部に載せた収納物は、左、右蓋が開かれた状態では
、上方に保持されるため、収納物を展示した際の見栄えを良くすることができる。また、
左、右蓋を開いて収納物を取出す際には、載置部に載置されて上方に保持されている状態
の収納物を取出すので、収納物の取出しを容易かつ短時間で行うことができる。
一方、左、右蓋を閉じた際に、左、右蓋の先端は当接し、左前板及び右前板の垂直辺は当
接すると共に左前板及び右前板の水平辺は中央底部の前側に当接し、左後板及び右後板の
垂直辺は当接すると共に左後板及び右後板の水平辺は中央底部の後側に当接するので、す
ばやく蓋を被せることができ、収納物の収納を容易かつ短時間で行うことができる。なお
、左、右蓋を閉じた際に、底板は平坦になるので、載置部の底板による支持が確実になり
収納物を安定して保持することができる。
【００１６】
本発明に係る両開き式の収納箱において、左蓋が直交して連結される第１及び第２の左平
板からなって、右蓋が直交して連結される第１及び第２の右平板からなる場合、収納箱の
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内容積を大きくすることができると共に、左、右蓋を閉じた際に収納箱が直方体となり、
積み重ねることができる。
【００１７】
本発明に係る両開き式の収納箱において、左蓋及び右蓋が、それぞれ外側に膨らむ湾曲形
状となっている場合、左、右蓋を閉じた際に収納箱の上部側が角張らず、左、右蓋を閉じ
た際の左、右蓋の一体性が強く現れ、左、右蓋の表面に描いた絵や模様を効果的に引き立
たせることができデザイン性に優れる。
【００１８】
本発明に係る両開き式の収納箱において、載置部の幅が、左底部、中央底部、及び右底部
のそれぞれの幅の合計と同一寸法となって、中央底部に載置部の中央部が固着されている
場合、左、右蓋を開いた際に、載置部を真ん中に配置でき、左、右蓋を閉じた際に、載置
部の左右両側が左、右蓋の内面にそれぞれ当接するため左、右蓋を隙間なく閉じることが
できる。
【００１９】
本発明に係る両開き式の収納箱において、載置部の前後に、左、右蓋が開かれた際に、左
前板及び右前板の隙間、並びに左後板及び右後板の隙間を埋める前側壁部及び後側壁部が
設けられ、しかも、前側壁部及び後側壁部の高さｈが、底板の幅をａ、左底部及び右底部
の幅をｂとして、０．８×（ａ／２－ｂ）＜ｈ＜１．５×（ａ／２－ｂ）の式を満足する
ようにした場合、左、右蓋が開かれた際に、左蓋、右蓋、左前板、左後板、右前板、右後
板、前側壁部、及び後側壁部により、中央部に載置部が配置され上方に開口する両開き式
の収納箱を形成することができ、収容物を両開き式の収納箱内に収容した状態で適正に展
示できる。
【００２０】
本発明に係る両開き式の収納箱において、載置部の左右両側に、それぞれ左側壁部と右側
壁部が設けられ、更に左側壁部と右側壁部の外側端には左化粧板部と右化粧板部の基端が
それぞれ折り曲げ可能に連接されている場合、左、右蓋が開かれた際に、左化粧板部と右
化粧板部により左、右蓋の内面側をそれぞれ覆うことができ、両開き式の収納箱内の装飾
性が向上し、収容物を展示した際の見栄えを向上させることができる。
【００２１】
本発明に係る両開き式の収納箱において、前側壁部、後側壁部、左側壁部、及び右側壁部
の高さが同一である場合、左、右蓋が閉じられた際に、前側壁部、後側壁部の左右両端が
左側壁部及び右側壁部の前後両側を押圧するため、左、右蓋の開時に左化粧板部と右化粧
板部がそれぞれ左側壁部と右側壁部に折れ曲がった状態で連接していても、左、右蓋の閉
時には左化粧板部と右化粧板部がそれぞれ左側壁部と右側壁部に対して伸びた状態（平坦
な状態）になり、左側壁部、左化粧板部、右側壁部、右化粧板部をそれぞれ左、右蓋の内
面に沿わせて容易に収容することができる。
【００２２】
本発明に係る両開き式の収納箱において、底板、左蓋、右蓋、左前板、左後板、右前板、
及び右後板が厚紙で形成されている場合、収納箱の保形性及び強度を容易に保つことがで
きる。また、第１及び第２の折れ目がV溝である場合、左、右蓋の開閉動作に合わせて、
中央底部に対する左、右底部の回動を容易に行うことができる
【００２３】
本発明に係る両開き式の収納箱において、厚紙の厚みが１．５ｍｍ以上３．５ｍｍ以下で
ある場合、左、右蓋が開かれた際に、中央底部の左右両側をそれぞれ左、右底部で支持し
て上方に持上げることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
続いて、添付した図面を参照しつつ、本発明を具体化した実施の形態につき説明し、本発
明の理解に供する。
ここで、図１は本発明の第1の実施の形態に係る両開き式の収納箱において蓋が閉じられ
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た状態の斜視図、図２は同両開き式の収納箱において蓋が開かれた状態の斜視図、図３は
図２のP－P矢視断面図、図4は本発明の第2の実施の形態に係る両開き式の収納箱において
蓋が閉じられた状態の斜視図である。なお、図３において、左半分は蓋が開かれた状態の
断面を、右半分は蓋が閉じられた状態の断面を示している。
【００２５】
図１～図3に示すように、本発明の第1の実施の形態に係る両開き式の収納箱１０は、中央
底部１１及び中央底部１１の左右両側にそれぞれ第１及び第２の折れ目の一例である第１
及び第２のV溝１２、１３を介して回動可能に連接された同一形状の左、右底部１４、１
５を備えた底板１６と、左、右底部１４、１５の外側端にそれぞれ基端が連接する対とな
る左、右蓋１７、１８と、左底部１４及び左蓋１７の前後両側にそれぞれ立設され、左底
部１４及び左蓋１７の連結を補強する左前板１９及び左後板２０と、右底部１５及び右蓋
１８の前後両側にそれぞれ立設され、右底部１５及び右蓋１８の連結を補強する右前板２
１及び右後板２２と、底板１６に支持され収納物の一例であるロールケーキ２３を載せる
載置部２４を備える中板２５とを有している。以下詳細に説明する。
【００２６】
底板１６は、厚みが１．５～３．５ｍｍ、例えば２．２ｍｍの厚紙を用いて形成されてい
る。ここで、厚紙には、芯紙（例えば、厚みが１．３～３．１ｍｍの白ボール紙）の表裏
両面に被覆紙（例えば、厚みが０．１～０．２ｍｍのケント紙）が貼られた合紙を使用で
きる。そして、底板１６は、ロールケーキ２３の幅がW（ｍｍ）、長さがL（ｍｍ）の場合
、厚紙から、例えば、幅ａがＷ＋（１０～２０）ｍｍ、長尺方向長さｃがＬ＋（１０～２
０）ｍｍの長方形を切り出し、切り出した長方形の厚紙の一面側に、左右（幅方向）両端
からそれぞれｂｍｍ内側の部位に長手方向に沿ってVカットマシーンを用いて頂角が４５
°となる第１及び第２のＶ溝１２、１３を加工することにより形成される。ここで、第１
及び第２のＶ溝１２、１３の深さは、一面側の被覆紙と芯紙を貫通する深さとなっている
。従って、第１及び第２のV溝１２、１３の底には、芯紙の他面側に貼られた被覆紙が存
在している。
【００２７】
左蓋１７は、直交して連結される第１及び第２の左平板２６、２７からなって、第１の左
平板２６の基端は、左底部１４の外側端に連接され、第１の左平板２６と左底部１４とは
直交している。また、右蓋１８は、直交して連結される第１及び第２の右平板２８、２９
からなって、第１の右平板２８の基端は、右底部１５の外側端に連接され、かつ第１の右
平板２８と右底部１５とは直交している。ここで、第１の左平板２６と第１の右平板２８
は同一形状で、第１の左平板２６と第１の右平板２８の幅はそれぞれ、例えば、ロールケ
ーキ２３の高さがHmｍの場合、H＋（５～１０）ｍｍで、第１の左平板２６と第１の右平
板２８の長さは底板１６の長さと同一である。また、第２の左平板２７と第２の右平板２
９は同一形状で、第２の左平板２７と第２の右平板２９の幅はそれぞれ、底板１６の幅ａ
の１／２、第２の左平板２７と第２の右平板２９の長さは底板１６の長さと同一である。
そして、第１及び第２の左平板２６、２７並びに第１及び第２の右平板２８、２９は、底
板１６の形成に使用したのと同一の厚紙を使用して形成することができ、第１及び第２の
左平板２６、２７の連結並びに第１及び第２の右平板２８、２９の連結、第１の左平板２
６と左底部１４の連接並びに第１の右平板２８と右底部１５の連接は接着剤を用いて行わ
れている。
【００２８】
左、右底部１４、１５の幅が同一で、第１及び第２のＶ溝１２、１３の頂角が４５°なの
で、左、右蓋１７、１８を開いて、中央底部１１に対して左、右底部１４、１５がそれぞ
れ直交する角度まで左、右底部１４、１５を回動させると、第１の左平板２６と左底部１
４及び第１の右平板２８と右底部１５とはそれぞれ直交しているため、第１の左平板２６
及び第１の右平板２８は中央底部１１から同一距離の位置に中央底部１１と平行に配置さ
れる。
【００２９】
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左前板１９、左後板２０、右前板２１、及び右後板２２は同一寸法の長方形状で、底板１
６の形成に使用したのと同一の厚紙を使用して形成する。ここで、左前板１９の一方の短
辺側端部を左底部１４の前側に形成した浅溝３０に装入して、左前板１９の他方の短辺側
端部を左蓋１７の第２の左平板２７の前側に形成した浅溝３１に装入して、左前板１９の
一方の長辺側端部を左蓋１７の第１の左平板２６の前側に形成した浅溝３２に装入してそ
れぞれ接着剤を介して連結されている。また、左後板２０の一方の短辺側端部を左底部１
４の後側に形成した浅溝（図示せず）に装入して、左後板２０の他方の短辺側端部を左蓋
１７の第２の左平板２７の後側に形成した浅溝３３に装入して、左後板２０の一方の長辺
側端部を左蓋１７の第１の左平板２６の後側に形成した浅溝（図示せず）に装入してそれ
ぞれ接着剤を介して連結されている。なお、左前板１９及び左後板２０の幅（図２におい
て高さ方向の幅）を調整して、左蓋１７が開かれた際に、左前板１９及び左後板２０の各
他方の長辺の高さは、第２の左平板２７の先端の高さと同一とする。すなわち、図２の左
、右蓋１７、１８を開いた状態で、左前板１９、第2の左平板２７、及び左後板２０の上
端高さを同じにしている。
【００３０】
右前板２１の一方の短辺側端部を右底部１５の前側に形成した浅溝（図示せず）に装入し
て、右前板２１の他方の短辺側端部を右蓋１８の第２の右平板２９の前側に形成した浅溝
３４に装入して、右前板２１の一方の長辺側端部を右蓋１８の第１の右平板２８の前側に
形成した浅溝３５に装入してそれぞれ接着剤を介して連結されている。また、右後板２２
の一方の短辺側端部を右底部１５の後側に形成した浅溝（図示せず）に装入して、右後板
２２の他方の短辺側端部を右蓋１８の第２の右平板２９の後側に形成した浅溝３６に装入
して、右後板２２の一方の長辺側端部を右蓋１８の第１の右平板２８の後側に形成した浅
溝（図示せず）に装入してそれぞれ接着剤を介して連結されている。なお、右前板２１及
び右後板２２の幅（図２において高さ方向の幅）を調整して、右蓋１８が開かれた際に、
右前板２１及び右後板２２の各他方の長辺の高さは、第２の右平板２９の先端の高さと同
一とする。すなわち、図２の左、右蓋１７、１８を開いた状態で、右前板２１、第2の右
平板２９、及び右後板２２の上端高さを同じにしている。
【００３１】
更に、中央底部１１の前側には左底部１４の前側に形成した浅溝３０と右底部１５の前側
に形成した浅溝を連通する浅溝３７が、中央底部１１の後側には左底部１４の後側に形成
した浅溝と右底部１５の後側に形成した浅溝を連通する浅溝（図示せず）がそれぞれ形成
されている。以上の構成とすることにより、左、右蓋１７、１８が閉じられた際に、中央
底部１１及び左、右底部１４、１５から形成される底板１６は平坦になって、左、右蓋１
７、１８の先端、すなわち、第２の左平板２７の先端と第２の右平板２８の先端は当接す
る。そして、左前板１９の垂直辺（すなわち、左前板１９の他方の長辺）と右前板２１の
垂直辺（すなわち、右前板２１の他方の長辺）は当接し、左前板１９の水平辺（すなわち
、左前板１９の一方の短辺の先端部）と、右前板２１の水平辺（すなわち、右前板２１の
一方の短辺の先端部）は、浅溝３７に装入されて中央底部１１の前側に当接する。また、
左後板２０の垂直辺（すなわち、左後板２０の他方の長辺）と右後板２２の垂直辺（すな
わち、右後板２２の他方の長辺）は当接し、左後板２０の水平辺（すなわち、左後板２０
の一方の短辺の先端部）と、右後板２２の水平辺（すなわち、右後板２２の一方の短辺の
先端部）は、形成された浅溝に装入されて中央底部１１の後側に当接する。
【００３２】
中板２５は、載置部２４と、載置部２４の前後にそれぞれ設けられた前側壁部３８及び後
側壁部３９と、載置部２４の左右両側にそれぞれ設けられた左側壁部４０及び右側壁部４
１とを有し、例えば、コートボールを用いて形成されている。ここで、載置部２４の長さ
は左前板１９（右前板２１）と左後板２０（右後板２２）間の距離と同一で、載置部２４
の幅は、左底部１４、中央底部１１、及び右底部１５のそれぞれの幅の合計と同一寸法と
なって、中央底部１１に載置部２４の中央部が接着剤を介して固着されている。これによ
って、左、右蓋１７、１８を開いた際に、左、右蓋１７、１８の中央に載置部２４を配置
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することができ、載置部２４にロールケーキ２３を載せるとロールケーキ２３を開いた左
、右蓋１７、１８の中央部に配置することができる。また、左、右蓋１７、１８を閉じた
際に、載置部２４の左右両側が左、右蓋１７、１８の内面にそれぞれ当接するため、左、
右蓋１７、１８を隙間なく閉じることができる。
【００３３】
載置部２４の前後に、同一高さの前側壁部３８及び後側壁部３９を設けることで、左、右
蓋１７、１８が開かれた際に、左前板１９及び右前板２１の隙間、並びに左後板２０及び
右後板２２の隙間を埋めることができる。ここで、前側壁部３８及び後側壁部３９の高さ
ｈは、左側壁部４０と右側壁部４１の高さと同一であり、左側壁部４０及び右側壁部４１
の長さは左前板１９（右前板２１）と左後板２０（右後板２２）間の距離と同一である。
更に、前側壁部３８及び後側壁部３９の高さｈは、底板１６の幅をａ、左底部１４及び右
底部１５の幅をｂとした場合、０．８×（ａ／２－ｂ）＜ｈ＜１．５×（ａ／２－ｂ）の
式を満足する。
【００３４】
載置部２４の左右両側に設けられた左側壁部４０と右側壁部４１の外側端には、左化粧板
部４２と右化粧板部４３の基端がそれぞれ左、右折り曲げ線４４、４５を介して折り曲げ
可能に連接されている。ここで、左化粧板部４２と右化粧板部４３の幅をｋとすると、左
側壁部４０の高さｈと左化粧板部４２の高さｋの総和は第１の左平板２６の内側寸法（左
底部１４と第２の左平板２７間の距離）に等しく、右側壁部４１の高さｈと右化粧板部４
３の高さｋの総和は第１の右平板２８の内側寸法（右底部１５と第２の右平板２９間の距
離）に等しく、左化粧板部４２と右化粧板部４３の長さは、左前板１９（右前板２１）と
左後板２０（右後板２２）間の距離と同一である。これによって、左、右蓋１７、１８が
開かれた際に、左化粧板部４２の先端を第１の左平板２６と第２の左平板２７の隅に掛止
して左折り曲げ線４４を上方に突出させ、右化粧板部４３の先端を第１の右平板２８と第
２の右平板２９の隅に掛止し右折り曲げ線４５を上方に突出させて、両開き式の収納箱１
０内に中板２５を収容することができる。また、左、右蓋１７、１８が閉じられた際に、
前側壁部３８、後側壁部３９、左側壁部４０、及び右側壁部４１の高さが同一であるので
、前側壁部３８、後側壁部３９の左右両端が左側壁部４０及び右側壁部４１の前後両側を
押圧して、左折り曲げ線４４を上方に突出させて屈折していた左側壁部４０と左化粧板部
４２を平坦にして第１の左平板２６の内面側に当接させ、右折り曲げ線４５を上方に突出
させて屈折していた右側壁部４１と右化粧板部４３を平坦にして第１の右平板２８の内面
側に当接させるため、左側壁部４０、左化粧板部４２、右側壁部４１、右化粧板部４３を
それぞれ左、右蓋１７、１８の内面に沿わせて容易に収容することができる。
【００３５】
続いて、本発明の第1の実施の形態に係る両開き式の収納箱１０の作用について説明する
。
第１及び第２のＶ溝１２、１３を介して、中央底部１１と左、右底部１４、１５との連接
が行われているので、左、右底部１４、１５を中央底部１１に対して回動可能とすること
ができ、左、右蓋１７、１８の開閉を行うことができる。
【００３６】
そして、左、右蓋１７、１８を開き、中央底部１１に対して左、右底部１４、１５がそれ
ぞれ直交する角度まで左、右底部１４、１５を外側に回動させて、水平状態になった第１
の左平板２６及び第１の右平板２８を平坦な台に載せると、中央底部１１を、その左右両
側をそれぞれ左、右底部１４、１５で支持して、台の上方に台と平行な状態で持上げて保
持することができる。更に、図２に示すように、左、右蓋１７、１８を開けることで、両
開き式の収納箱１０を上方に開口して、左、右蓋１７、１８、左前板１９、左後板２０、
右前板２１、右後板２２、前側壁部３８、及び後側壁部３９を周壁として中央部に中央底
部１１で支持された載置部２４が配置された状態とすることができる。その結果、載置部
２４にロールケーキ２３を載せると、ロールケーキ２３を両開き式の収納箱１０内に収容
すると共に、上方に持上げた状態で保持することができ、ロールケーキ２３を見栄え良く
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展示できる。
【００３７】
更に、左、右蓋１７、１８が開かれた際に、左化粧板部４２の先端を第１の左平板２６と
第２の左平板２７の隅に掛止して左折り曲げ線４４を上方に突出させ、右化粧板部４３の
先端を第１の右平板２８と第２の右平板２９の隅に掛止し右折り曲げ線４５を上方に突出
させて、両開き式の収納箱１０内に中板２５が収容されるので、左化粧板部４２と右化粧
板部４３により左、右蓋１７、１８の内面側がそれぞれ覆われて左、右蓋１７、１８が開
かれた際の装飾性を向上させることができ、ロールケーキ２３を展示した際の見栄えを更
に向上させることができる。そして、前側壁部３８、後側壁部３９、左側壁部４０、及び
右側壁部４１の高さが同一であるので、左、右蓋１７、１８が閉じられた際に、前側壁部
３８、後側壁部３９の左右両端が左側壁部４０及び右側壁部４１の前後両側を押圧する。
その結果、左、右蓋１７、１８の開時に左折り曲げ線４４を上方に突出させて屈折してい
た左側壁部４０と左化粧板部４２が平坦になって第１の左平板２６の内面側に当接し、右
折り曲げ線４５を上方に突出させて屈折していた右側壁部４１と右化粧板部４３が平坦に
なって第１の右平板２８の内面側に当接するため、左側壁部４０、左化粧板部４２、右側
壁部４１、右化粧板部４３をそれぞれ左、右蓋１７、１８の内面に沿わせて容易に収容す
ることができ、左、右蓋１７、１８を容易に閉じることができる。
【００３８】
図４に示すように、本発明の第２の実施の形態に係る両開き式の収納箱４６は、第１の実
施の形態に係る両開き式の収納箱１０と比較して、左蓋４７及び右蓋４８が、それぞれ外
側に膨らむ湾曲形状となっており、左前板４９、左後板（図示せず）、右前板５０、右後
板（図示せず）の形状も、左蓋４７及び右蓋４８に当接する領域が外側に膨らむ湾曲形状
になっていることが特徴となっている。このため、第１の実施の形態に係る両開き式の収
納箱１０と同一の構成部材には同一の符号を付して詳細な説明は省略する。左蓋４７及び
右蓋４８を外側に膨らむ湾曲形状とすると、左、右蓋４７、４８を閉じた際に両開き式の
収納箱４６の上部側が角張らず、左、右蓋４７、４８を閉じた際の左、右蓋４７、４８の
一体性が強く現れ、例えば、左、右蓋４７、４８の表面に描いた絵や模様を効果的に引き
立たせることができデザイン性に優れる。なお、両開き式の収納箱４６の作用も両開き式
の収納箱１０の作用と同一なので説明は省略する。
【００３９】
以上、本発明を、実施の形態を参照して説明してきたが、本発明は何ら上記した実施の形
態に記載した構成に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載されている事項の範
囲内で考えられるその他の実施の形態や変形例も含むものである。
例えば、左、右蓋をそれぞれ同一形状の平板とし、左、右蓋が左、右底部の外側端にそれ
それ直角で連接し、その後屈曲や湾曲させることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の第1の実施の形態に係る両開き式の収納箱において蓋が閉じられた状態
の斜視図である。
【図２】同両開き式の収納箱において蓋が開かれた状態の斜視図である。
【図３】図２のP－P矢視断面図である。
【図４】本発明の第2の実施の形態に係る両開き式の収納箱において蓋が閉じられた状態
の斜視図である。
【符号の説明】
【００４１】
１０：両開き式の収納箱、１１：中央底部、１２：第１のV溝、１３：第２のV溝、１４：
左底部、１５：右底部、１６：底板、１７：左蓋、１８：右蓋、１９：左前板、２０：左
後板、２１：右前板、２２：右後板、２３：ロールケーキ、２４：載置部、２５：中板、
２６：第１の左平板、２７：第２の左平板、２８：第１の右平板、２９：第２の右平板、
３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７：浅溝、３８：前側壁部、３９：後側
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壁部、４０：左側壁部、４１：右側壁部、４２：左化粧板部、４３：右化粧板部、４４：
左折り曲げ線、４５：右折り曲げ線、４６：両開き式の収納箱、４７：左蓋、４８：右蓋
、４９：左前板、５０：右前板

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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